(様式第１９号)▽利用目的の概要が分かるもの（企画書もしくは原稿等）を添付して送付ください。
▽押印省略、メール送付で受け付けができます。
▽掲載料は不要ですが、クレジット（「佐賀県立名護屋城博物館蔵」など）の明示が必要です。
※ご送付時には、この注意書きは削除してください。

資料特別利用許可申請書

令和　　年　　月　　日
佐賀県立名護屋城博物館長　様

	住　所
※法人・団体にあっては事務所所在地
	（〒　　　－　　　　）


（電話番号　　　　－　　　　－　　　　）

	（ふりがな）
氏　名
※法人・団体にあっては法人・団体名及び代表者の職・氏名
	

	生年月日
	　　　　　　年　　　　月　　　　日

	担当者の氏名・連絡先
TEL・FAX・メールアドレス等
	



貴館所蔵資料を下記により利用したいので、許可くださるよう申請します。

記

	特
別
利
用
の
資
料
	資　　　　　　　料　　　　　　　名
	点数
	原　板　使　用
	点数

	
	




	




	




	





	
	計　　
	
	計　　
	

	利用目的
	

	利用区分
	(１)閲覧　　　(２)模写　　　(３)模造　　　(４)拓本　　　(５)写真撮影
(６)映画・テレビ撮影　　(７)写真掲載　　(８)原板使用(貸出)
(９)紙焼付写　　　(１０)画像データ提供　　　(１１)その他 (　　　)　

	利用期日
	

	備考
	


【注】
申請に当たっては、裏面の誓約をご確認の上、□に✓を記入してください。
ア　佐賀県では、行政事務全般から暴力団等を排除するため、申請者に暴力団等でない旨の誓約をお願いしています。なお、内容確認のために佐賀県警察本部へ照会を行う場合があります。
イ　この様式に記載された個人情報は、名護屋城博物館の資料貸出許可に係る事務処理及び裏面の誓約事項の確認のために使用します。また、確認情報は、申請者が県と行う他の契約等における身分確認に利用する場合があります。

（裏　　面）

誓　　　　　　　約

私は、このたびの資料特別利用許可申請を行うに当たり、次の事項について誓約します。

□　自己又は自社の役員等が、次の各号のいずれにも該当する者ではありません。
また、次の各号に掲げる者が、その経営に実質的に関与している法人その他団体又は個人ではありません。

ア　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）
イ　暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
ウ　暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者
エ　自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって暴力団又は暴力団員を利用している者
オ　暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、直接的若しくは積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者
カ　暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
キ　暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者



［参考］
暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）
（定義）
第２条　この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 
二　暴力団　その団体の構成員（その団体の構成団体の構成員を含む。）が集団的に又は常習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれがある団体をいう。
六　暴力団員　暴力団の構成員をいう。 

